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アザメの瀬は、洪水のときに溢れた川の水が流れ

込んでできる湿地です。上池、下池、トンボ池、三日月

湖などの池、棚田、川とつながっているクリークから

構成されています。普段は、それぞれの池は独立し

た水域となっていますが、洪水時には、下流側から

川の水が流れ込んで、松浦川本流とつながり、アザメ

の瀬全体が大きな一つの池のようになります。洪水

流によって植物の種子や魚、二枚貝など様々な生物

がアザメの瀬に運ばれてきています。

Azame no Se Pictorial book

氾濫しているアザメの瀬の様子
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   アザメの瀬図鑑　1



自然再生事業
アザメの瀬の魅力の紹介

　アザメの瀬自然再生事業が実施され、
早くも 10 年という節目の年が過ぎました．
地元の熱意と国土交通省、さらには市行
政及び学識経験者各位のご尽力のもとア
ザメの瀬にまつわる総合的な自然体験学
習が益々浸透し国内外より視察に訪れる
人たちが後を絶ちません。四季おりおりに
展開していく自然の宝庫であることに間違
いはなく毎日が楽しいという雰囲気に満ち
溢れております。特にこの中で地域の方々
が最も感激した行事がありました。平成
16 年 4 月に皇太子殿下の行啓訪問がご
ざいまして、「皆様方は大変なプロジェク
トを展開なさっていらっしゃいますね。これ
からもどうか仲良く頑張ってアザメの瀬の
宝庫をいつまでも継続してください。」と
いう貴重なねぎらいの言葉を戴きました。
俄然有名になりまして地域全体の明るい
記念として根付いております。年間通じて
のアザメの行事としてはまず 6 月に相知
小学校の 5 年生を対象とした実践的な田
植え体験、8 月に田の草とり、10 月には
稲の命の水である溜池の池干し、通称「つ
つみがえし」いわゆる鯉や鮒、ナマズ等
をすくいあげる子供と大人の触れ合い合
戦及び稲刈り、最後は 11 月末に収穫祭
としまして餅つき大会、計 120 名が輪に
なって時間を惜しまぬアザメの伝統行事と
しております。また、小学 4 年生の行事
として夏休みにバードウォッチングを催し、
自然との触れ合いで新しい発見や驚きを
手に触れて自然学習としての体験を重ね
ております。今後いよいよアザメの瀬の価
値観がさらに拡大していく事を誇りに思っ
ております。

2012年12月
NPO法人 アザメの会理事長　久我 安隆

アザメの瀬図鑑の
発刊にあたって

　アザメの瀬の自然再生プロジェクトの検討が
始まってから早 11 年、竣工から 8 年が経過し
ました。竣工当時は、むき出しの土しかなかっ
たアザメの瀬も、現在は大きなヤナギが生い
茂る、緑豊かな場所へと変化してきました。ア
ザメの瀬の風景は、やわらかで、美しく、計画
当初のイメージに近づいてきました。自然再生
の目標としたフナやナマズなども毎年産卵し、
氾濫原の再生が順調に進んでいます。思って
もいなかった 20cm を超えるヌマガイが多数生
息し、コオイムシをはじめとする水生昆虫も北
部九州一の生息地となりました。多種多様な
水辺の生物が見られる場所として日々成長して
います。生き物の量は多く、子どもたちがいつ
来ても簡単に生きものを採ることができます。
この環境を生かして、地元の NPO 法人アザメ
の会の方々、武雄河川事務所の職員の方々の
努力により、子どもたちの活動の場所となって
います。
　九州大学も協力させていただいている夏休
みアザメの瀬環境学習教室では、唐津市、福岡
市などから毎年30名程度の参加があります。
環境学習教室では、魚類、両生類、昆虫類をは
じめ毎年５０種類を超える生き物を子供たちは
捕まえますが、子どもたちから、“アザメの瀬
でとれる生き物の図鑑がほしい！！”という声が
強く聞かれます。
　この図鑑は九州大学の流域システム工学研
究室のメンバーが、子どもたちの声に答える
ために作りました。アザメの瀬で普通に見られ
る生物を中心に、調査時に取った写真の中か
ら、生き生きとした写真を選択しまとめたもの
です。皆様方のお役に立てれは何よりの喜び
です。生き物の名前がわかると自然に対する
興味も深まります。アザメの瀬に行く時には是
非この図鑑を持って出かけてください。

２０１２年１２月
九州大学教授　島谷 幸宏
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アザメの瀬のような氾濫原を代表する魚。アザメの瀬の
浅瀬や植物のすき間などに群れ（スクール）を作って生
活しています。あなたもメダカの学校を探してみましょう。
春から夏にかけて写真のような浅瀬で植物に卵を産み付
けます。アザメの瀬では見つかっていませんが、メダカと
似ている魚に国外外来種のカダヤシがいます。カダヤシ
はメダカに比べて青っぽくて尾ひれが丸く、オスには交
尾器があることから区別できます。

メダカ

アザメの瀬にはたくさんの魚類が生息しています。ずっとアザメ
の瀬で生息していたり、卵を産むときにアザメの瀬を利用したり、
魚によってその使い方は様々です。今回はアザメの瀬，その隣の
松浦川で捕まえることのできる魚の一部を紹介します。

魚類

絶滅危惧Ⅱ類
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アザメの瀬の上池・下池・クリー
クのいたるところに見られるコイ
の仲間。春～秋に川の水かさが
増えると、アザメの瀬の中に入っ
てきて、たくさんの卵を産みます。

ギンブナ

アザメの瀬や松浦川に生息する日本淡水魚の王様。大きくなると1メー
トルを超え、その姿は王様そのものです。春にアザメの瀬の植物にた
くさんの卵を産みます。

コイ
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松浦川の瀬や淵に生息する小型の魚。体側中央に幅の広
い暗い藍色の線があることからオイカワと区別できます。
産卵期のオスは口の下側から腹側にかけて朱色の婚姻色を
示します。その反面メスはとても地味な姿をしています。

オイカワ

カワムツ

アザメの瀬の上池や松浦川の瀬や淵に生息する小型の
魚。体は銀白色で、体側にいくつかの小さな斑紋が並ん
でいることからカワムツと区別できます。産卵期のオスは
赤や青緑色をした婚姻色を示しとてもきれいです。触ると
すぐに死んでしまうので、捕まえる時は気をつけましょう。

※婚姻色のでた個体（アザメの瀬以外で採捕）

※婚姻色のでた個体（アザメの瀬以外で採捕）

   アザメの瀬図鑑　5



アザメの瀬の水路や松浦川に生息
する小型の魚。松浦川の方に多く
生息していて、体長に対して長い口
ひげが特徴です。うろこが剥がれ
やすいので、捕まえた時はそっと触
りましょう。

イトモロコ

アザメの瀬の上 池・下池、
松浦川などに生息する小型
の魚。小さな 2 本の口ひげ
と体側中央の１本の太い線
が特徴です。本来九州には
生息しておらず、移植された
国内外来種です。オオクチ
バスやブルーギルなど国外
外来種が大きく注目されて
いますが、国内外来種も同
じくらい大変な問題です。

タモロコ

アザメの瀬やその水路など水の流れが穏やかな所に生息してい
ます。小さい時は体側にある淡い一本の線が特徴的です。大き
くなると見えにくくなります。また口が細いため、別名クチボソ
とも言う地域もあります。

モツゴ

国内
外来種
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松浦川の障害物近くに生息しています。危険を察知
すると岩のすき間などにさっと身を隠します。初夏
になると、托卵と言って他の魚の巣に自分の卵を産
み付けて世話をさせます。体側にある一本の太い黒
い線が特徴で、おちょぼ口がキュートです。

カワヒガイ

ムギツク

松浦川に生息する小型の魚。産卵
期にはペアを作って、二枚貝に産卵
します。オレンジ色が特徴的できれ
いな魚です。

準絶滅危惧
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カワヒガイ

カネヒラ

アザメの瀬の上池・下池に生息する小型の
タナゴ。松浦川には在来種のニッポンバラ
タナゴが生息していましたが、国外外来魚
のタイリクバラタナゴが侵入し、２種の交
雑が起きていると考えられています。産卵
期のオスは大変美しい体の色をしています。

バラタナゴの仲間
（ニッポンバラタナゴとタイリクバラタナゴの交雑種）

アザメの瀬の上池や下池
に生息するタナゴの仲間。
産卵期のオスはキレイな
体色をしています。またメ
スは地味な色をしており、
産卵管を伸ばして貝の中
に産卵します。秋の産卵
期には、アザメの瀬にい
るイシガイの中にたくさん
の卵が入っています。

オス

オス

メス

メス

国外外来種
との

ハーフ

←産卵管
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馬面で見た目は変わり者だけど、れっきとしたコイの仲
間。松浦川の砂底に生息しています。敵に見つからな
いように普段は砂の中に隠れています。その姿は砂底
の忍者そのものです。

松浦川の砂地に生息している、
模様がキレイなドジョウの仲間。
いつも砂の中に潜っています。
捕まえる時は網で砂ごとすくいま
しょう。網の中の砂から飛び出
してきます。

カマツカ

ヤマトシマドジョウ
絶滅危惧Ⅱ類
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ヤマトシマドジョウ

松浦川の岩や護岸の隙間に隠れて生活しています。そして夜
になると大胆に泳ぎ回ってエビや小魚を襲う肉食魚です。蒲
焼で食べるととってもおいしいお魚ですね。

アザメの瀬や松浦川に生息しています。アザメの
瀬や水田のような氾濫原で卵を産みます。２対の
ヒゲが生えていて可愛い顔をしていますが、小魚、
カエルなどを襲って食べてしまう肉食魚です。

ウナギ

ナマズ

※アザメの瀬以外で採集された個体

ドジョウ
アザメの瀬では上池や棚田、ク
リークに生息しています。ヤマト
シマドジョウと異なり、流れの緩
やかな湿地的な環境を好みます。
褐色の体と１０本の口ひげが特徴
的です。産卵期は夏で、夜間に水
田や氾濫原で産卵を行います。
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トウヨシノボリ

ウキゴリ

アザメの瀬のクリークや松浦川に生息する
小型のハゼの仲間。瀬の石の上や隙間で生
活しており、吸盤状の胸ビレのおかげで速
い流れでも流されません。危険を察知する
とサッと石の隙間に身を隠します。

松浦川で普通に見られ
るハゼの仲間。背ビレ
に黒い斑点が一つある
のが特徴です。触ると
ヌルヌルしています。

←黒い
斑点
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オオクチバス

カムルチー
（ライギョ）

ブルーギル

通称ブラックバスと呼ばれ、ルアー
釣りの対象魚として有名です。松浦
川やアザメの瀬の障害物の近くに
生息し、小魚やエビ、虫などを食べ
ます。アメリカから連れてこられた
国外外来魚。日本の生き物をたく
さん食べてしまうので問題です。

アザメの瀬のような湿地に生息する国外外来魚。暖
かい時期は水面付近に浮いていることが多いです。
ぼーっとしているように見えますが、エサが近くに来
るのを真剣に待っています。見つけると時は桟橋の下
などを探してみましょう。

アメリカから連れてこられた国外外来
魚。アザメの瀬の上池や湿地などに生
息しています。小魚やエビ、虫、他の魚
の卵など何でも食べてしまう悪食です。

国外
外来種

国外
外来種

国外
外来種
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アザメの瀬には様々な爬虫類が生息しています。水中に潜ん
でいたり、物陰にかくれていたり、なかなかその姿を見るこ
とはできませんが、今回はアザメの瀬でよく見かける２種類
の爬虫類を紹介します。

爬虫類

シマヘビ
アザメの瀬で一番よく見
かける蛇です。その名の
通り体にある線が特徴な
ので「シマヘビ」。でも、
たまに真っ黒な個体もい
ます。真っ黒なシマヘビは
かっこいいですよ！！かま
れないように気をつけな
がら、探してみましょう！！
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クサガメ
アザメの瀬内では、下池や上
池で時折見かけます。冬季に
は池の底の泥の中で冬眠し
ているようです。捕まえると
脇の下から独特のくさいにお
いを出します。
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水路や湿地、田んぼなど様々な環境があるアザメの瀬では
たくさんのカエルが生息しています。静かにしているとその
鳴き声が聞こえてくるかもしれませんよ。水辺を散歩しなが
らいろいろなカエルを探してみましょう。

両生類

ヤマアカガエル

ウシガエル

ヌマガエル

2 月の下旬頃から田んぼや流れのない所で産卵を始めます。
基本的に山の中で生活していますが、たまにアザメの瀬で
みかけることができますよ！写真は赤ちゃんです。大きなヤ
マアカガエルを探してみよう！

食用として日本に輸入されたカエル
で特定外来生物です。日本で見られ
る最大のカエルで「モーモー」とい
う鳴き声はまさに牛。アザメの瀬の
水際から突然現れてみんなを驚かす
かもしれませんね。

こちらも水辺を好むカエルだが、
地上での生活に適しています。ツチ
ガエルいうカエルもいますが見分
けるポイントはお腹の色が白いの
がヌマカエルの見分けるポイント。
見つけたらひっくり返してみよう。

国外
外来種
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アザメの瀬の水辺には魚だけではなく、ザリガニやエビなど
様々な甲殻類も生息しています。これらの生物は脱皮を繰
り返して一人前に成長していきます。水草や岩陰が好きでい
ろいろな所に隠れています。

甲殻類

アメリカザリガニ

ミナミテナガエビ

スジエビ

子どもたちに人気な生き物。しかし、アメリカからウシガエルの餌用として輸入された外来種
です。アザメの瀬ではクリーク、上池など様々なところに生息しています。真っ赤なアメリカザ
リガニはかっこいいですね！！ アザメの瀬にもたくさん生息してますよ！！

水際や岩の陰に隠れて生息していて、見つけるのは
難しいかもしれません。でも実は、松浦川に広く
生息しています。頭にある３本の黒い線がこのエビ
の特徴です。

体が半透明で黒い縞模様が体に入って
いるのでスジエビと呼ばれます．日本の
川や池などの淡水域に広く分布してい
る種です．小さくてかわいい姿をしてい
ますが，夜行性で，弱った小さな魚を襲
うこともあるようです．

国外
外来種
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アザメの瀬で採集されたヌマガイ

グロキディウム幼生が
魚に付いている様子

グロキディウム幼生を出す様子 その拡大図　

ヌマガイ

アザメの瀬の湿地にはたくさんの貝の仲間が生息しています。
普段は泥の中に隠れているので見落としがちですが、よく泥底
をみると貝が移動した跡がたくさんあります。こっそりその跡を
たどってみると様々な貝の仲間に出会えるかもしれませんね。

軟体類

イシガイ目二枚貝の一種で、止水性の水域に多く生息していま
す。アザメの瀬にも多数生息しており、中には 20cm を超える
ような大きな個体も見られます。春から初夏にかけての繁殖期
にはグロキディウムと呼ばれる幼生を大量に放出します。グロ
キディウムは、ドジョウやヨシノボリ、フナ等の魚類に寄生し、
二枚貝の姿へと成長します。また、ヌマガイをはじめイシガイ
目二枚貝の仲間は、タナゴの仲間の産卵基質としても利用され
ていることから、氾濫原環境の指標種として注目されています。
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マルタニシとスクミリンゴガイの違い
（左　マルタニシ　右　スクミリンゴガイ）

その拡大図　

スクミ
リンゴガイ
別名ジャンボタニシ。 外国から
やってきた外来種で、日本の田ん
ぼなどで多くみられる種です。卵
はきれいなピンク色をしていて、
水際の植物や桟橋に産みつけら
れています。アザメの瀬にもたく
さんあるので探してみましょう。

トンガリ
ササノハガイ

マルタニシ

イシガイ
こちらはアザメの瀬よりも松浦川の本川に
多く生息する種です。このとがった形から
地方では「包丁貝」とも呼ばれています。
緩やかな流れのある環境を好み、砂の中
に潜って生活しています。

こちらは昔から日本に
いるタニシの 仲間で、
貝殻の形が外来種のス
クミリンゴガイとは違っ
ています。農薬などに
弱いため数が減少して
いる種のひとつです。

流れのゆるやかな環境を好む貝の仲間で、
アザメの瀬にたくさん生息しています。桟橋
から覗いてみると、イシガイが移動した跡
がたくさん見られます。

国外
外来種

絶滅危惧Ⅱ類

準絶滅危惧
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アザメの瀬では四季を通して様々な昆虫に出会うことがで
きます。木の上や草の中、さらには水中など、アザメの瀬に
は昆虫が好きな場所がたくさんありますよ。あちこち見まわ
してできるだけたくさんの昆虫を探してみましょう。

昆虫
アキアカネ

アカトンボの代表種で、平地や丘陵地の池や
川、湿地等に広く分布しています。６月頃に
羽化し夏の間は高い山のほうに生息し避暑し
ます。そして、秋が近付いてくると里に下りて
きます。アザメの瀬でもいろんな所で飛んで
いるので簡単に見つけられますよ。

ナツアカネ

シオカラトンボ

尻尾から頭まで真っ赤になるトンボ、名前の通り
実に夏っぽいですね！！アキアカネと違い、トンボ
に成長したら、ずっと平地や里で過ごすそうです。
アザメの瀬でも夏から秋によく見かけることがで
きますよ。夏休みに捕まえに行きましょう！！

みなさんが最もなじみ深いトンボの一種です。
シオカラトンボという名前は成熟して写真のよ
うに水色になったオスにちなんでつけられた
名前です。メスは茶色をしています。とても同
じ種類にはみえませんが、みつけられるかな？
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アオモン
イトトンボ

ハグロトンボ

タイワン
ウチワヤンマ

胸部が淡緑色で尻尾が青色の美しいイトト
ンボ。沼地や水田、湿地などに広く分布し
ています。写真はオスとメスが交尾をして
いる写真で、アザメの瀬でもよく見られま
す。なんだかハートに見えて幸せな気分に
なりますね。

河川の岸辺でよく見られるトンボの仲間。
平地や丘陵地の水生植物が生えた緩い流
れのある環境を好みます。胴体が金緑色に
輝いているものがオスで、メスは全身が真っ
黒です。アザメの瀬でもクリークのそばで
よく見かけることができます。

平地や丘陵地の池や沼に生息しています。
羽化すると一度水辺を離れ、周辺の林で
生息し、成熟すると池や沼に戻ってきます。
縄張りを持っていて、草や小枝にとまって
監視しています。この写真は上池で撮影し
たもので、自分の縄張りをパトロールして
いるのかもしれません。
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タイコウチ
池や川の流れの緩やかな環境を
好みます。カマのような前足を持っ
ており、魚やオタマジャクシを捕
まえて体液を吸って生活していま
す。尻尾に呼吸をするための長い
管を持っていて、それを水面から
出して呼吸をします。

小魚や水生昆虫をエサにしていま
す。「コオイムシ」という名前の通
り、卵をメスがオスの背中に産み
つけ育てる、とても子供思いの昆
虫です。お尻を水面につきだして
呼吸をするので、ため池の浅い環
境や水草等がたくさん生えた環境
に好んで生息しています。アザメ
の瀬では下池、上池にたくさん生
息しています。

コオイムシ 準絶滅危惧
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ヒメガムシ
水田や、ため池など流れのない環境に生息し
ています。水質の悪化には強いのですが、農
薬には非常に弱いです。水中にすんでいますが、
飛ぶことも実は得意。夜になると街灯の周りで
もよく見かけることができます。アザメの瀬で
はトンボ池にたくさん生息しています。

オオアメンボ
流れの無い緩やかな沼や湿地に生息し
ています。足先の細かい毛に水をはじ
く油が分泌しているので、自由に水面
を移動することができます。水面に落
下した昆虫の体液を餌としています。

水に落ちたトンボの体液を吸うオオアメンボ
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オオカマキリ

コカマキリ

日本で見ることができる
カマキリの中で最大にな
ります。茶色と緑色の個
体がおり、日当たりのよ
い草木の上でよくみるこ
とができます。するどい
鎌で昆虫を捕まえて、食
べます。

茶褐色で小型のカマキリ。林の周辺から民家のそばまで
様々な環境で目にすることができます。地表を歩き回る
ことが多く、様々な昆虫を捕まえて食べます。敵に遭遇す
ると死んだふりをすることがあります。
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コガネムシ

シロテン
ハナムグリ

光沢のあるきれいな体をしています。幼虫は土の中で
植物の根を食べて成長します。成虫になると、広葉
樹の葉を食べます。夜行性で街灯の光に集まっている
姿をよく目にすることができます。

ハナムグリの仲間でも大型で、最も
身近で見ることができる種。クヌギ
などの樹液を好みます。アザメの瀬
ではヤナギの木から出る樹液に集
まっている様子を観察することがで
きます。探してみましょう。
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トノサマバッタ
緑色のものと褐色のもの
がいます。ススキのよう
な草を食べます。飛ぶの
が得意で人が近づくと、
すぐにどこか へ飛 んで
行ってしまいます。トノサ
マバッタを捕まえるのは
なかなか難しいかもしれ
ませんね、気配を消して
こっそり近づくのが捕ま
えるポイントです。

頭の先がとがったバッタです。緑色をした個体と、茶色をした
個体がいます。草原では比較的よく見かけるバッタの一種で
すね。メスのほうが体が大きく、オスは小さいです。オスは
飛ぶ際にチキチキという音をたてて飛びます。

ショウリョウバッタ
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うすい緑色をした個体と全身茶
色の個体がいます。様々な植物
の葉を食べます。低い木の上や
背丈の高い草など高いところが
好きなバッタの仲間です。体が
葉っぱの形に似ていますね。葉っ
ぱのまねをして、身を守ってい
るのかもしれません。アザメの
瀬でも草の上を中心に探してみ
ましょう。

セスジツユムシ

キリギリス
体が大きいので、ジャンプは苦
手。普段は背の高い草の中で
生活しているので、なかなか見
つけるのは難しいかもしれませ
ん。実は肉食性で他の昆虫を
食べるそうです。昼に鳴く昆虫
で「ジィーッ」っという鳴き声
が聞こえたら、キリギリスかも
しれません。

ショウリョウバッタ
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ハネナガイナゴ

ツクツクボウシ

アザメの瀬では田んぼやその周りの草原でよく見
られます。農家の人にとってこの昆虫は害虫で、
稲の葉っぱをたくさん食べてしまうようです。昔の
人は捕まえて佃煮にして食べていたようで、とても
おいしいらしいですよ！！

夏の終わりをつげるセミとして
よく知られています。名前の通
り「ツクツクボウシ」という鳴
き声を聞くことができると思い
ます。平地から低山地、市街
地でも生息しています。
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ラミー
カミキリ
黒と水色でとても美しいカミキ
リの仲間です。名前にもありま
すが、ラミーという種の植物が
大好きで茎や葉をかじって食べ
ます。5 月から 8 月頃にかけて
発生します。

初夏から真夏にかけて現れる夏
型と秋に現れてそのまま冬を過
ごす秋型がいます。荒れ地や河
原などひらけた場所でよく見ら
れ、花だけでなく、地面に止まっ
た様子を見かけることもありま
す。アザメの瀬でも草むらを飛
ぶ様子を見ることができるので、
探してみましょう。

キタテハ
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ナガコガネグモ
草原で夏になると巣を張っている姿をよく見かける
クモ。黄色い腹に黒く細い線が入っているのが特
徴です。写真はメスでオスは小さく、交尾の時期
になるとえさと間違えて食べられてしまうこともあ
ります。

ジュンサイ
ハムシ

ヒシという植物が水面に生えるとやっ
てきてヒシの葉っぱを食べる昆虫です。
写真の葉っぱの穴はこの虫が食べた
跡。幼虫も一緒にヒシの葉の上で生活
しています。この虫にとってヒシは家の
ような存在のようです。
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日本で最も大きなテントウムシです。アザメの瀬
ではヤナギの木でみることができます。クルミハ
ムシという虫の幼虫をエサにしています。驚くと
足から赤い汁をだします。実際に見ると光沢が
あり、カッコイイですよ。探してみましょう。

カメノコテントウ

   アザメの瀬図鑑　30



イノシシ

アザメの瀬には昆虫や様々な魚以外にも哺乳類も生息してい
ます。昼は山の中に隠れていることが多いですが、夜になると
活発に活動していますよ。今回はなかなか見かけることはない
２種類の哺乳類を紹介します。

写真は松浦川に水を飲みに来ているイノシシ
です。アザメの瀬でもいたるところにイノシシ
の“ぬた場（泥浴びをするところ）”が見られ、
頻繁に利用しているようです。

哺乳類
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カヤネズミの巣

イノシシ

アザメの瀬の中でも随所に見られます。主にヨシやススキなどイネ科の植
物を利用して作られている事が多く、ソフトボールくらいの大きさで球状の
形をしています。注意深く草むらを探してみると、カヤネズミにも出会うこ
とができるかもしれません。
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　九州大学流域システム工学研究室（島谷研究室）のメンバーが、アザメの瀬にお邪魔するように

なってから 2012 年で 9 年目になります。その9年間で、のべ14名の学生（博士2名、修士5名、学士

7 名）がアザメの瀬で調査研究に従事させていただきました（2012 年 12 月現在も 3 名の在学

生が研究に従事中）。これまでにアザメの瀬で実施された研究の内容は、植物の種子、イシガイ

類二枚貝、有機物の輸送、植物プランクトン、魚類の産卵、洪水時の流れの解析など多種多様です。

本当にたくさんの学生がアザメの瀬のおかげで卒業論文をまとめることができており、アザメの瀬

は島谷研究室の学生にとって第二の先生のような存在です。それから、島谷研究室のメンバーは、

アザメの瀬で研究以外にもたくさんのことを学ばせて頂いています。環境学習教室、田んぼの楽校、
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堤返しなどの地元地域と連携した行事に関わることで、学生たちは普段の学生生活では決して学

ぶことができない体験をさせていただいています。おそらく、アザメの瀬での活動を通じて得た経

験は、学生が社会に出て、人として成長する上でかけがえのない財産となっていくと思います。

　アザメの瀬や地元の方々に対するお礼には遠く及びませんが、本書の発行が子供たちの笑顔や

地元の方々の新しい気づきにつながり、少しでも今後のアザメの瀬における活動の活性化に貢献

できれば幸いです。

2012年12月

九州大学流域システム工学研究室　アザメ班一同

   アザメの瀬図鑑　34



主催● NPO法人アザメの会・九州大学流域システム工学研究室・国土交通省九州地方整備局武雄河川事務所

監修●島谷幸宏
文章・編集●林博徳、富山雄太、稲熊祐介
写真●鹿野雄一、九州大学流域システム工学研究室

「アザメの瀬図鑑」は九州大学の社会連携事業費の支援を受けて作成しました。


